
　　　　

令和８ 年 6 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「ここにいていい」という安心感から、未来への一歩を進める

事業所名 多機能型支援事業所　ここち 作成日支援プログラム

考える力や見通しを持つ力を育てる
・スケジュール提示による見通しの形成
・成功体験を通した課題への意欲向上

気持ちや考えを伝える力を育てる
・要求や不安を適切に伝える手段の獲得
・自身の考えを言語化する支援
・感情語彙を獲得し、気持ちにあった言葉で表現する支援

他社との関わりの中で社会性を育てる
・協力、交渉、譲り合い等の社会的経験
・小集団活動への参加支援

支援方針

・安心できる環境の中で、一人ひとりの発達段階や特性に応じた支援を行うこと。
・一人ひとりとの時間を大切にし、「できた！」「伝わった！」という成功体験を積み重ねいき自己肯定感を高める。
・「学習に向かう力」「理解・表出の基礎」「行動調整」「対人場面での適応」等を育成する。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節の行事

（別添資料１）

家族支援

毎回、課題についてのフィードバックを行うと共に、子育てに関する不安や
悩みに対する相談支援を実施します。また、児童の特性に応じた関わり方に
ついて助言を行い、家庭と連携した一貫性のある支援につなげます。

移行支援

児童の発達やライフステージの変化に応じ、関係機関と連携しながら情報
共有や引き継ぎを行い、円滑な移行と継続的な支援につなげます。

地域支援・地域連携

保育園、幼稚園、学校への情報共有、連携
相談支援事業所との連携、担当者会議への参加
他事業所との連携、情報共有

職員の質の向上

社内外研修の実施

支　援　内　容

基本的な生活習慣の確立と安心して過ごせる環境づくり
・生活リズムの変化への適応支援
・安心して過ごせる環境設定と情緒の安定支援
・「できた」体験を通した自己肯定感向上

身体の使い方や感覚の統合を促し、自信につなげる
・粗大運動、微細運動、感覚遊び
・姿勢保持、及び着席活動時間の安定

本
人
支
援


